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　下痢症状は日常診療のなかでもふれる機会が多い症状の1つです．実際には急性疾患が多いと思

いますが，ときには急性の下痢で改善せず，2週間以上に下痢が持続する慢性下痢症の場合があり

診断や治療に困ることもあります．また，症状や経過，検査結果から確定診断を導いていくことが

多いのですが，消化管は外見から判断することが難しく，消化管に関係する検査などから原因疾患

を推測していく必要があります．さらに，消化吸収障害がある場合には栄養評価，成長評価，発達

評価も重要であるため，成長曲線や発達評価表にプロットすることも適宜実施していくことを推奨

します．

　本特集では，下痢の病因，病状の把握とともに診断するための検査，慢性下痢症のおもな疾患群

について解説しています．また，厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「小児期か

ら移行期・成人期を包括する希少難治性慢性消化器疾患の医療政策に関する研究」（研究代表：田口

智章）と日本小児栄養消化器肝臓学会が協力して「難治性下痢症診断の手引き」が2021年に発刊さ

れ，小児難治性下痢症の診断アルゴリズムや原因疾患とその診断までのフローチャートが掲載され

ていることから，下痢に対する考え方や実施すべき検査，診断までの過程に対する苦手感を緩和で

きるのではないかと考えます．体外からは見えない腸管に関連した下痢症について小児科医であれ

ば知ってほしい情報を網羅して作成できたと思います．

　第Ⅰ章では下痢について詳しく知るために正常な便と下痢の違い，下痢の定義と分類，難治性下

痢症の診断の手引きなどを詳細に記載いただきました．第Ⅱ章では慢性下痢症について診断するた

めに行うべき検査についてまとめられています．血液検査，便検査などの一般的に実施可能な検査

から，消化管の消化吸収能力をみる機能検査，専門施設便検査として，潜血，消化吸収検査，蛋白

漏出関連検査，炎症マーカー，感染症関連の検査を網羅しています．第Ⅲ章では慢性下痢症を呈す

るおもな原因疾患の詳細を示しています．それらの疾患には希少なものもありますが，どの疾患も

非常に重要であり知っておくべき疾患を網羅しました．下痢，特に慢性下痢症の基礎知識から下痢

症状を呈する各施設でも実施可能な血液検査から専門医師でないと判定が難しい検査まで1つに集

約させましたので，実に勉強になる特集になったと考えます．

　最後に，今回の特集号が充実した内容になりましたのは，多大な時間を要してご執筆いただいた

多くの小児消化器疾患専門医の先生方からのご協力の賜物でございます．心より感謝申し上げます．

小児の下痢をもっと知ろう！
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